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は総量 6,800 トン（世界の埋蔵量の約 16%）、銀
は 60,000 トン（ 〃 22%）、インジウム（ 〃 


























る石炭、石油は 115 万 t(自給率 0.6%)、80 万 kl(自























































ウモロコシは 130 億 bu(3.16 億 t)で、その 40％
の 50 億 bu がエタノールの生産（5,282 万 kl）に
向けられています。バイオエタノール生産が拡大
したのは、2005 年「エネルギー政策法」による
再生可能燃料基準(The Renewable Fuel 
                  
図１ 木材等からバイオエタノールを製造する 








































































を行ってきました。平成 23 年 11 月にパイロット












































図４ SMART 工場の概念図 
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